
 
 

平成 28年 1月 14日 

＜各位＞                            
ナ ノ キ ャ リ ア 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 社 長  中 冨 一 郎 
 （ 4 5 7 1  東 証 マ ザ ー ズ ） 
問合せ先 取締役CFO兼社長室長 松山哲人 
電 話 番 号  0 3 - 3 2 4 1 - 0 5 5 3 

 
３期連続でプレゼンテーションの機会を獲得 

～The 34th Annual J.P. Morgan Global Healthcare Conference～ 
 

 
当社は、2016年1月11日（月）～14日（木）に開催されるThe 34th Annual J.P. Morgan 

Global Healthcare Conference （場所：ウエスティン・セント・フランシス・ホテル、
米国サンフランシスコ）において、13日（水）9：30（現地時間）に企業紹介発表をして
参りましたのでご報告申し上げます。 

 
本カンファレンスは、世界各国約 500 社の大手製薬やバイオ企業の経営トップによる

プレゼンテーションが行われ、約 8,000 名の医療関係者、投資家やメディアなどの関係
者が参加する最大規模のグローバルヘルスケアカンファレンスで、国内企業としては、本
年は 7社のみが発表の機会を得ました。当社技術やパイプラインへの関心の高さが、当社
の 3期連続発表に繋がったと再認識しております。 
 
当社は、既存医薬品のリプロファイルや、更には新たな創薬をも可能とする「ミセル化

ナノ粒子」をベースとした抗体医薬や、脳疾患、化粧品など様々な領域へのアプローチを
積極的に進めて参ります。また、グローバルに開発を進めるパイプラインを豊富に持つナ
ノメディスン・カンパニーのパイオニアとして、患者さんのＱＯＬ（生活の質）向上を目
指した価値ある医薬品の開発にチャレンジして参ります。 

 
今後も、他には類のない当社の革新的創薬技術やその応用力の高さを世界に向けて発信

し続ける所存です。 
 

 
【J.P. Morgan Global Healthcare Conference】 
今回が 34回目の開催で、毎年、製薬・バイオの分野での世界的なビジネスリーダー、

急成長している新しい企業、革新的な技術を生み出している事業家・クリエイターやこれ
らの企業・事業を評価し、成長をサポートする投資家などが一堂に結集する場で、ヘルス
ケア業界では最大かつ最も有益な投資カンファレンスと位置づけられています。 
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